
全
国
労
働
組
合
交
流
セ
ン
タ
ー
結
成
ア
ピ
ー
ル

日
本
労
働
運
動
の
歴
史
的
転
換
期
に
際
し
、
反
「
連
合

・
反
統
一
労
組
懇
の
旗
を
鮮
明
に
掲
げ
、
わ
れ
わ
れ

」

は
本
日
、
こ
こ
国
労
会
館
に
お
い
て
、
全
国
労
働
組
合
交
流
セ
ン
タ
ー
を
結
成
し
た
。
真
に
階
級
的
で
戦
闘
的
な

労
働
運
動
の
新
た
な
全
国
潮
流
の
形
成
を
め
ざ
し
、
荒
海
に
む
か
っ
て
船
出
す
る
。
こ
の
激
動
の
時
代
に
、
わ
れ

わ
れ
は
自
ら
が
操
舵
士
と
な
り
、
あ
ら
ゆ
る
困
難
を
の
り
き
っ
て
い
く
気
迫
と
情
熱
に
燃
え
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ

労
働
者
階
級
こ
そ
、
社
会
を
動
か
す
原
動
力
で
あ
る
。
本
来
、
労
働
者
の
政
治
的
、
経
済
的
要
求
を
実
現
し
、
労

、

、

。

働
運
動
の
階
級
的
前
進
を
は
か
る
べ
き
労
働
組
合
が

多
く
の
場
合

こ
れ
を
裏
切
っ
て
い
る
の
が
現
実
で
あ
る

わ
れ
わ
れ
は
未
組
織
労
働
者
で
あ
ろ
う
と
、
ま
た
失
業
者
で
あ
ろ
う
と
、
一
人
の
労
働
者
が
苦
し
い
と
き
に
真
に

頼
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
本
物
の
労
働
運
動
、
帝
国
主
義
の
圧
制
に
対
決
す
る
労
働
運
動
を
つ
く
っ
て
い
く
決

意
で
あ
る
。

右
翼
労
戦
統
一
は
政
府
支
配
階
級
に
よ
る
右
か
ら
の
分
裂
攻
撃
で
あ
る
。
総
評
労
働
運
動
に
代
表
さ
れ
る
戦
後

労
働
運
動
を
解
体
し
つ
く
し
、
資
本
を
擁
護
す
る
運
動
へ
と
変
質
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
攻
撃
に

た
い
し
て
、
総
評
は
完
全
に
屈
服
し
、
こ
の
秋
に
は
自
ら
解
散
し
「
連
合
」
の
も
と
に
吸
収
、
合
併
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。

資
本
の
利
益
を
貫
く
た
め
、
労
働
者
の
権
利
を
売
り
わ
た
し
、
労
働
者
に
奴
隷
の
屈
服
を
強
い
る
「
連
合
」
は

「

」

。

、

、

、

、

、

断
じ
て

労
働
組
合

の
名
に
値
し
な
い

資
本
に
よ
る
大
量
首
切
り

出
向

配
転

一
時
帰
休

労
働
強
化

賃
下
げ
に
な
ん
ら
対
応
せ
ず
、
む
し
ろ
そ
れ
を
推
進
し
て
い
る
の
が
「
連
合
」
で
あ
る

「
連
合
」
は
政
府
自
民

。

党
の
軍
事
大
国
化
、
改
憲
を
支
持
し
、
安
保
、
自
衛
隊
を
承
認
し
、
原
発
を
推
進
し
、
行
革
や
臨
教
審
を
認
め
、

税
制
改
革
に
も
協
力
し
て
い
る
。
ま
た
、
国
鉄
分
割
・
民
営
化
攻
撃
を
権
力
・
資
本
と
一
体
と
な
っ
て
推
進
し
て

き
た
鉄
道
労
連
は
、
い
ま
や
自
民
党
支
持
を
公
然
と
う
ち
だ
し

「
日
の
丸
労
働
運
動
」
を
掲
げ
労
働
運
動
破
壊

、

の
先
兵
と
化
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
新
た
な
産
業
報
国
会
の
道
を
進
む
「
連
合
」
に
、
わ
れ
わ
れ
は
断
固
と
し

て
反
対
す
る
。

他
方
、
日
本
共
産
党
＝
統
一
労
組
懇
は
、
労
働
運
動
の
日
共
の
も
と
へ
の
囲
い
込
み
と
分
裂
策
動
を
つ
よ
め
て

い
る

「
自
治
体
労
働
者
奉
仕
者
」
論
や
「
教
師
聖
職
」
論
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
帝
国
主
義
に
屈
服
し
た
労
働

。

運
動
は
結
局
、
労
働
者
階
級
を
裏
切
る
も
の
で
し
か
な
い
。
議
会
主
義
路
線
の
も
と
、
労
働
運
動
を
共
産
党
の
選

挙
の
道
具
に
し
て
、
権
力
・
資
本
と
実
力
闘
争
で
必
死
で
闘
っ
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
戦
線
で
敵
対
を
深
め
る
統
一
労

組
懇
に
断
固
反
対
す
る
。

「
連
合
」
に
も
、
統
一
労
組
懇
に
も
労
働
者
の
未
来
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
の
立
場
は
鮮
明
に
、
反
「
連
合

・
」

反
統
一
労
組
懇
で
あ
る
。

右
翼
労
戦
統
一
攻
撃
の
下
、
三
千
万
人
を
こ
え
る
未
組
織
労
働
者
が
差
別
・
抑
圧
に
苦
し
ん
で
い
る
。
わ
れ
わ

れ
は
、
未
組
織
労
働
者
を
は
じ
め
、
争
議
団
・
下
請
け
・
パ
ー
ト
・
派
遣
労
働
者
、
女
性
労
働
者
な
ど
資
本
の
強

搾
取
と
差
別
・
抑
圧
に
苦
し
む
す
べ
て
の
仲
間
と
連
帯
し
、
そ
の
生
活
と
権
利
を
守
る
た
め
闘
う
。
国
鉄
清
算
事

業
団
四
千
名
の
仲
間
を
支
援
し
、
連
帯
し
て
闘
う
。
ア
ジ
ア
人
労
働
者
へ
の
無
権
利
状
態
の
強
要
と
強
搾
取
に
反

対
し
、
排
外
主
義
を
許
さ
ず
真
の
国
際
主
義
の
立
場
か
ら
連
帯
し
て
闘
う
。
ま
た
、
反
戦
、
反
基
地
、
反
原
発
、

反
安
保
の
闘
い
、
三
里
塚
を
は
じ
め
と
す
る
農
民
の
闘
い
や
地
域
の
住
民
・
市
民
運
動
と
連
帯
し
て
闘
う
。

差
別
と
侵
略
の
象
徴
で
あ
る
天
皇
制
・

日
の
丸

「
君
が
代
」
支
配
に
労
働
者
人
民
の
怒
り
は
高
ま
っ
て
い

「

」

る
。
リ
ク
ル
ー
ト
疑
獄
、
消
費
税
導
入
実
施
に
怒
り
は
頂
点
に
達
し
て
い
る
。
労
働
者
人
民
に
犠
牲
を
強
要
し
、

私
腹
を
肥
や
す
権
力
者
ど
も
を
断
じ
て
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
天
皇
制
攻
撃
と
対
決
し
、
自
民
党

政
府
の
暴
挙
を
断
じ
て
許
さ
ず
闘
い
ぬ
く
。

わ
れ
わ
れ
は

「
自
力
・
自
闘
・
連
帯
」
を
原
則
に
、
い
ま
こ
そ
総
評
労
働
運
動
を
真
に
の
り
こ
え
る
階
級
的

戦
闘
的
労
働
運
動
の
全
国
潮
流
形
成
に
む
か
っ
て
全
力
で
奮
闘
す
る
。
資
本
の
強
搾
取
と
差
別
・
抑
圧
を
断
じ
て

許
さ
ず
、
労
働
者
の
未
来
を
自
ら
の
手
で
切
り
開
こ
う
。
す
べ
て
の
労
働
組
合
、
労
働
者
は
各
地
方
、
各
地
域
に

「
交
流
セ
ン
タ
－
」
を
結
成
し

「
全
国
労
働
組
合
交
流
セ
ン
タ
ー
」
に
結
集
し
ょ
う
！

、

一
九
八
九
年
二
月
二
六
日

全
国
労
働
組
合
交
流
セ
ン
タ
ー
結
成
大
会
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